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	セッション前

	プログラムの背景
このセッションの目的は、活動を導く目標設定の重要性を理解すると共に、これらの目標を達成するための計画手順を提供することである。
セッションに使用する資料 (ライオンズクラブ国際協会によって提供される)
· パワーポイントのスライド 

· スライド 1: 明確に定められた目標
· スライド 2: 定義
· スライド 3: セッションの目的
· スライド 4: 効果的な目標
· スライド 5: セッションの目的
· スライド 6: 目標の達成
· クレヨン（どの色でも良い）
· 風船5～6つ
視聴覚器材
· 液晶プロジェクター
· フリップチャート及びマーカー



	マークに関する説明
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	プレゼンテーション/話し合い

	参加者中心の活動
	スライド
	フリップ
チャート、

又はポスター
	参加者
マニュアル、

又は配布資料
	


	セッションの時間割 (提案)

	課程
	講義の概要
	資料

	導入
（20：00）
	活動: 動く的
プレゼンテーション/話し合い: セッションの概要

	パワーポイント・スライド
フリップチャート
クレヨン

	第1課:  目標の設定及び優先順位付け
（50：00）
	プレゼンテーション/話し合い: 目標声明文
活動: 目標の決定
活動: 目標の管理
活動: 目標の優先順位付け

	パワーポイント・スライド
参加者マニュアル

風船


	第2課:  計画手順
（45：00）
	プレゼンテーション/話し合い: 計画の立案
活動: 計画手順ワークシートの完成
活動: 活動計画の完成

	参加者マニュアル




	結論
（5：00）
	プレゼンテーション: 目的の確認
	パワーポイント・スライド


	総時間数：120：00


	導入

	おおよその時間
	方法/活動
	内容

	時間:

20 分
	
	

	5 分
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スライド 1
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	活動: 動く的
1. 一人ボランティアを募る
2. そのボランティアの人にクレヨン又はマーカーを渡し、その人に無地のフリップチャートから6～8フィート離れたところに立ってもらう。
3. そのボランティアの人にクレヨン（又はマーカー）をフリップチャートに投げてもらい、フリップチャートに印を付けるよう依頼する。
4. その人がクレヨン（又はマーカー）を投げた後に、フリップチャートの印が付いていない所に的を描き「的に入りませんでした、もう一回投げてください」と言う。 

5. フリップチャートに的を書いてから、もう一度投げさせる。
6. 2回目は的を射るのが簡単だったかを尋ねる。
7. ボランティアにお礼を言う。
8. 下記の質問を行いグループに感想を聞く。
· ボランティアの人は、なぜ的を射ることが出来なかったのか？ (的が無かったから。的が無ければ、的を射ることは出来ない!)

· 的が意味するのは何であるか?  (目標)

· 的や目標を設けることは、どのように役立つのか? (何を目指して進むのかが分かる)

9. スライド 1を提示する: 明確に定められた目標
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スライド 2
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スライド 3


	プレゼンテーション/話し合い: セッションの概要
1. 「皆さんはライオンズの指導者として、自らの目標を決めるだけでなく、皆さんが導くチーム・メンバーに目標を設定させることも出来ます」と、述べる。
2. 「目標とは何か？」と、質問する。回答には、下記のようなものが考えられる。
· 的
· 活動の最終結果
3. スライド 2を提示する: 定義
「目標とは、努力を注ぐことで得られる明確な成果である」
4. 重要な言葉は「明確」と「努力」であると説明する。漠然とした目標では、それを達成することは困難である。なぜならば、目標を達成してもそれに気づけないからである。同様に、自分自身の意思(決意)によっても目標を達成することは出来るが、努力をしなければ目標の達成は難しい。

5. 「目標設定の重要性とは何でしょうか？」と、質問する。回答はさまざまである。
6. 参加者マニュアルの1ページ目にある目標設定から得られる利点のリストを、参加者に参照させる。 

7. これらの利点はごくわずかなものである事を伝える。
8. 多くの人々が明確な目標無くして、日々の生活を送っていることを説明する。そういった人々は、成功を収めるかもしれないし、収めないかもしれない。しかし大抵の場合、自らの可能性を十分に伸ばすことが出来ないであろう。
その反面、成功を収める人々の多くは、自らが設定した目標の達成に向けて活動することで最大限の成功を収めることが出来る。
9. 参加者マニュアル の2ページにある、自ら目標を立て、達成した人々の成功話を、参加者に参照させる。
10. このセッションでは、目標の決め方、目標声明文の作成方法、目標の管理及び優先順位付け、更にはそれらの目標を達成する為の活動計画の立て方について取り上げることを説明する。
11. スライド3を提示する: セッションの目的 
このセッションの終了時には、参加者は下記を習得することができる:

· 目標設定の重要性に関する認識
· 効果的な目標声明文の特徴の判断
· 目標の設定及び優先順位付け 

· 目標達成に向けた活動計画の立案
12. 「これから効果的な目標の五つの要素について検討し、これらの要素を用いて自らの目標を立てて下さい」と言いながら、第1課に移行する。 




	第1課: 目標の設定及び優先順位付け

	おおよその時間
	方法/活動
	内容

	時間:

50 分
	
	

	15 分
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スライド 4
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	プレゼンテーション/話し合い: 目標声明文
1. 人々が目標を達成できない幾つかの理由を説明する。
· 目標が難しすぎる、もしくは簡単すぎる。
· 目標に集中する時間がない。
· 目標が漠然とし過ぎるため、何をするべきかはっきりしない。
· 目標を明確にするための目標声明文を書いたことがない。
最も効果的な目標声明文には、5つの重要な要素が含まれている。
2. スライド 4を提示する: 効果的な目標
3. 参加者マニュアルの3ページ目にある効果的な目標の特徴を参加者に参照させる。
4. 下記の特徴について検討する。効果的な目標とは:

· 明確である
· 測定可能である
· 実行可能である
· 現実的である
· 期限付きである
5. 五つの特徴を取り入れた目標の例を紹介する (例：私は6ヶ月以内に体重を10ポンド減らし、健康の改善に努めます)

6. この目標がいかに効果的な目標の特徴を反映しているのかを話し合う。
7. 参加者のライオンズにおける指導者の役割に関連した目標例を紹介する。(例：クラブの退会者率を年度末までに3％に減らし、既存会員の会員維持率を向上させる)
8. この目標が効果的な目標の特徴を反映しているかどうかを話し合う。
講師の注意:  参加者の中には、目標声明文が自分たちのクラブにとっては現実的でないと言うかもしれません。そういった参加者には、状況に合った目標にするよう提案を出させる。
9. 数人の参加者に、五つの特徴を反映した目標声明文を読み上げるよう依頼する。
10. ライオンズとしての目標を検討する際に、効果的な目標の五つの特徴を念頭に置くよう参加者に伝え、活動に移行する。



	20 分
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	活動: 目標の決定
1. 参加者マニュアルの4ページ目にある質問を考えながら、参加者にライオンズとしての個人的な目標を幾つか検討してもらう。
2. これに取り組む時間を10分間与える。
3. 数名の参加者を選び、目標の一つを読み上げてもらい、その目標がどのように効果的な目標の五つの特徴を反映しているのかを説明してもらう。
講師の注意: 与えられた時間に基づき、参加者の発表の時間を制限するか、また発表者を一人か二人に絞ることも出来る。
4. 「たくさんの目標を立てた人もいるかと思います。今から、目標の優先順位付けに取り組みます」と説明しながら次の活動に移行する。


	
	
	


	第1課: 目標の設定及び優先順位付け

	おおよその時間
	方法/活動
	内容

	5 分
	
	活動: 目標の管理
講師の注意:  この活動は、時間に余裕がある場合に任意で利用できるものである。
1. 参加者の一人に部屋の前に来るよう頼み、その人に幾つかの目標を同時に操るよう伝える。各目標は風船で表現される。
2. 数名の参加者に風船を膨らませるよう依頼する。
3. 前に来てもらった人に風船を一つ渡す。
4. その人にもう一つ風船を渡す。風船を床に落とし始めるまで、その人に風船を渡し続ける。
5. 「目標を落とさないようにするにはどうしたらいいでしょうか？」と、参加者に質問する。下記のような回答があるだろう。
· 助けを求める。
· 他の人に目標達成を委任する。

· 目標に優先順位をつける、もしくは目標の数を減らす。
· 幾つか短期間の目標を設定するよう、目標の内容に変更を加える。
6. 本協会の指導者として、どの目標が最も重要であるか、そして目標が達成されるよう他の人々を関与させる方法を知るべきであると指摘しながら、活動をまとめる。
これにより、目標の優先順位付け及び活動計画が重要なものと位置付けられる。


	10 分
	


	活動: 目標の優先順位付け
1. 設定した全ての目標が達成出来る訳ではないことを説明する。だからこそ目標に優先順位を付け、優先順位の最も高い目標にまず努力を注ぐ必要がある。
2. 参加者に、参加者マニュアルの5ページ目にある｢目標の設定及び優先順位付け｣を参照させる。
3. 先の活動で設けた目標に優先順位をつけるために、参加者マニュアルの表を利用するよう言う。
4. 参加者にページ上部にある六つの質問について検討させ、回答に基づき、各目標を「必ず達成する事柄」、｢達成すべき事柄｣、｢達成するかもしれない事柄｣に分けさせる。
5. 一人か二人の参加者に、彼らの回答を簡単に発表させ、この活動を終える。



	第2課: 計画手順

	おおよその時間
	方法/活動
	内容

	時間:

45 分
	
	

	10 分
	


	プレゼンテーション/話し合い: 計画の立案
講師の注意:  下記の例の代わりに、参加者に合った別の例を使うことが出来る。
1. 次の質問をする:「1960年代前半に宇宙旅行に関連して、ジョン F. ケネディーが設けた目標は何ですか?」正しい解答は「10年以内に人類を月に到達させる為の計画を彼が立てた」である。
2. 「彼の目標は達成されましたか?」と、質問をする。正しい解答は「達成されました」である。そして実際に、それから10年以内にニール･アームストロングが「人類にとって大きな飛躍」を成し遂げました。 
3. この目標、又はいかなる目標の達成には、計画の手順が含まれていることを説明する。目標達成に向けた努力を始める前には、検討すべき多くの詳細な事柄がある。
4. 参加者マニュアルの6及び7ページにある計画手順及び活動計画のワークシートを参加者に参照させる。
5. ワークシートを考察し、参考になる例を提供する。
6. 数分前に優先順位を付けた目標について、再度考察するよう参加者に伝え、次の活動に移行する。



	第2課: 計画手順

	15 分
	


	活動:  計画手順のワークシートの完成
1. 参加者に優先順位の高い目標を一つ選ばせ、個人個人で参加者マニュアルの6ページにある計画手順のワークシートに取り組むよう伝える。
2. この課題に5～10分与える。
3. 参加者に同じテーブルにいるパートナーとワークシートについて意見交換をするよう伝える。
4. 計画の次の段階は、活動計画を立てることであると説明しながら、次の活動に移行する。


	20 分
	



	活動: 活動計画の完成 

1. 参加者マニュアルの7ページにある活動計画ワークシートを参加者に参照させる。
2. 活動計画は目標を明確な段階及び概略に分類する為の道具であると説明する。
· 目標の意図(目標声明文)

· 達成方法（活動手順）
· 各活動手順が終了する期日
· 活動の責任者
· 各活動の終了を知る方法
3. 前の活動で組んだパートナーと共に活動計画を完成させ、それについて話し合うよう参加者に依頼する。各計画は下記に従う:

· 前のワークシートで選んだ目標に基づく
· 何、どのように、いつ、誰が、目標の達成を知る方法を含める
4. 時間の許す限り、活動計画をグループ全体と共有するよう参加者数名に依頼する。
5. 目標設定には他の人々からの意見が必要であると共に、真の指導者は目標の展望を共有することで活気付けをするものであると参加者に指摘しながら、このセッションの結論に移行する。



	結論

	おおよその時間
	方法/活動
	内容

	時間:

5 分
	
	

	5 分
	
スライド 5


スライド 6


	概説: プレゼンテーション/話し合い

1. このセッションで取り組んだ目標は、主に個人的な目標であることを参加者に指摘する。このクラスでパートナーと共に活動したように、個人的な目標や活動計画を立てる際には、他の人の意見を求めるべきである。そして、自分が率いるチームのメンバーが目標や活動計画を立てる際には、支援と助力を提供するべきである。
チームの目標については、チームで協力して目標を立て、活動計画を完成させる。
2. スライド 5を提示する: セッションの目的
3. セッションの目的を満たしたか、参加者に尋ねる。
4. スライド 6を提示する: 目標の達成
目標は、明確に定義づけされ計画されたものであり、関係者が皆目標を支援し、目標達成に向けたそれぞれの役割を理解するようにして欲しいと、参加者を激励してセッションを終了する。




	スライド
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このセッションが終了した時点で、参加者は以下のことができるようになります。


目標設定の重要性の認識


効果的な目標声明文の特徴の判断


目標の設定 


目標達成に向けた活動計画の立案














地方ライオンズ･リーダーシップ研究会








講師の手引








 


セッションの目標





目標設定
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